
第７４回 ケアハウスえんれい草 

運営推進会議録 

開催日・場所 令和 ６ 年 ９ 月 ２６ 日（ 木 ）  ケアハウスえんれい草 １階 食堂 

出 席 者 

地域住民代表      ２名  市職員代表     １名  えんれい草利用者代表 １名 

えんれい草ご家族代表 １名    忘れな草職員  ３名  えんれい草職員    １名                               

計９名 

活 
 

動 
 

報 
 

告 

利用者状況 

・定員２９名  現在利用者数２８名（内、男性１１名 女性１７名）※９月３０日に女性１名入居予定 

・各階要介護度状況 

 要支援１ 要支援２ 要介護１ 要介護２ 要介護３ 要介護４ 要介護５ 

１Ｆ ０名 ０名 ７名  ５名 ２名 ０名 ０名 

２Ｆ ０名 １名 ６名  ７名 ０名 ０名 ０名 

合計 ０名 １名 １３名 １２名 ２名 ０名 ０名 

・入居待機者：４名（男性１名、女性３名） 

事故並びに 

ヒヤリハット 

発生日時 事 故 内 容 

7/23 
11:30 

２階 男性入居者 ９４歳 要介護３ 
誕生会で２階食堂に集まり本人の席まで見守りをしていたが、職員が本人の座る
席を引いている間に転倒する。本人より「左足がうまく動かなかった」と話され、
「どこも痛い所はない」「大丈夫だよ」と言う。誕生日会終了後に身体確認を行う
が変色等、異常は無く痛みの訴えもない。 
〈今後の対応策として〉 
椅子に座るまで足の動き等、今まで以上に注意深く見守りを行う。 

7/29 
15:57 

２階 女性入居者 ９５歳 要介護２ 
コールがあり職員２人で訪室するとベッド横の床で長座位になっていた。本人に
聞くと「クローゼット内の片付けをしていて尻もちをついた」「左肩をベッド横
にあるカラーボックスの角にぶつけた」「お尻も痛い」と話す。左肩甲骨に擦り傷
ありアズゲン軟膏塗布、本人希望にて左首に手持ちの湿布１枚貼付する。尾てい
骨周りの変色はない。 
〈今後の対応策として〉 
下肢筋力の低下があり、ご自身にあまり自信がない時は無理せず職員を頼って下
さいと伝えた。 

8/18 
14:25 

２階 男性入居者 ９４歳 要介護３ 
廊下から自分の部屋に戻る際、扉の取ってをつかみ開けようとしたが勢いよく開
き、バランスを崩しカートと共に後方に転倒し、尻もちをつく。職員の介助にて
起き上がりカートを使い自力でベッドまで移動する。左肘が少し痛いと話すが変
色は見られず経過観察を行う。 
〈今後の対応策として〉 
下肢筋力の低下によりバランスを崩しやすくなっているため、移動中等、慎重に
行動しましょうと声掛けを行う。 

8/27 
13:24 

１階 女性入居者 ８９歳 要介護２ 
コールがあり訪室するとベッドサイドにてしゃがみ込んでいる。介助にて立ち上
がり身体確認を行うが変色など無く、排尿の訴えがありトイレまで付き添うが歩
行状態も特に問題はない。本人は「ベッドからずり落ちた」と話す。 
〈今後の対応策として〉 
ベッドから起き上がる時など不安を感じた際は無理せずコールを押すよう伝え
る。 

9/4 
5:00 

１階 女性入居者 ８９歳 要介護２ 
定時巡回で訪室するとトイレに入っており声掛けして確認するとトイレ内にて
仰向けの状態で倒れていた。本人より「トイレ後に滑って転んだ」と話す。介助
にて立ち上がるが歩行状態に変わりはない。なお、トイレの床が少し濡れていた。 
〈今後の対応策として〉 
訪室時や巡回時にトイレの床が濡れていないか確認を行う。また、下肢筋力の低
下があり、歩行時の姿勢や足の上げ方(すり足歩行のため)など声掛けを行う。 

9/10 
9:20 

２階 男性入居者 ９４歳 要介護３ 
職員がエレベーターで２階に上がったところ、エレベーター前で座り込んでいる
所を発見、シルバーカートは離れた所にあった。職員２人で支えて立って頂き身
体確認を行うが変色はなく痛みの訴えもない。本人より状況を確認すると他の入
居者が廊下を歩いていたため避けようとして転んだとの事。 
〈今後の対応策として〉 
下肢筋力の低下による脱力等、バランスを崩しやすくなっているので、今後も本
人の行動や移動中の様子を気配り、見守りを行っていく。 

9/15 
8:30 

２階 女性入居者 ９０歳 要介護２ 
「ちょっとすいません」と声がした方を見ると居室入り口の床で長座位になって
いる所を発見する。立ち上がりとベッドまでの移動を介助し本人に状況を確認す
ると「冷蔵庫前でふらつき左腕、左肘、左臀部の順で床につき転倒した」と話す。 
身体確認を行うと左肘に１㎝程度大の変色があり「左手首も痛い」と訴えるが洋
服の着脱や動かしている時に痛みの訴えは無かった。 
〈今後の対応策として〉 
ふらつきを感じた時は無理をせずコールを押すよう伝える。 



9/18 
5:20 

２階 女性入居者 ９５歳 要介護２ 
定時の巡回時、ベッド横の床で長座位になっている所を発見する。介助にてベッ
ドに座ってもらい身体確認を行うが痛みや変色等も無い。本人より「起き上がろ
うとしてお尻からずり落ちた」と話す。その後、排泄の訴えがあり見守りを行う
が歩行状態に変わりなく移動する。 
〈今後の対応策として〉 
上肢・下肢共に筋力の低下があり、起き上がる際に不安があればコールを押すよ
う伝える。 

9/18 
12:40 

２階 女性入居者 ９６歳 要介護２ 
居室トイレからコールがあり訪室すると、トイレの床に座り込んでいる所を発見
する。本人より「便座から立ち上がる際にずり落ちた」と話す。介助にて立ち上
がり身体確認を行うと右手、左頬、左肩に変色が見られ様子観察とする。 
〈今後の対応策として〉 
移動する際はコールを押すよう声掛けし、日中・夜間共に訪室回数を増やし様子
観察を行う。(しばらくの間、車椅子を使用することとした。) 

9/19 
4:45 

２階 女性入居者 ９６歳 要介護２ 
物音がしたため訪室すると、ベッド横で四つん這いになっている所を発見する。
車椅子の片側ブレーキが外れており自力でトイレに行こうとして車椅子からず
り落ちた様子。介助にて立ち上がり身体確認を行うと右足ふくらはぎの痛みを訴
え、本人手持ちの湿布を貼付する。 
〈今後の対応策として〉 
前日からずり落ちがありコールを押すよう声掛けを行っているが、本人は歩行器
で歩きたい意志が強くあるため、引き続きコールの声掛けを行いながら介助の方
法を検討して行く。 

利用者活動状況 

・８月 ７日 えんれい草・福寿草・忘れな草・保育施設いちご合同盆踊り 

   ２７日 ８月誕生会 

 ９月１１日 家族交流会 

   ２６日 ９月誕生会 

職員研修状況 

・９月 ４日 北海道社会福祉協議会主催 高齢者虐待防止推進研修会 

【施設編】【オンデマンド研修】  生活相談員参加 

 １２日 (株)三菱総合研究所主催 

科学的介護に向けた質の向上支援事業研修会 zoom 参加    生活相談員参加 

質問・意見等 

【家族代表より】 

 ・えんれい草では水害想定の避難訓練は実施していないのですか。 

【生活相談員より】 

・えんれい草でも実施しており、今年度は実施済みです。 

 

【住民代表より】 

 ・事故・ヒヤリハットの件数が忘れな草の倍以上となっていますが、高齢の人が多いからで

すか。 

【生活相談員より】 

 ・同じ人が複数回転倒を繰り返しています。転倒が多い方は下肢筋力の低下により転倒

が多くなっています。 

次回会議までの継続課題 無 ・ 有 （                         ） 

次回会議開催予定 令和６年１１月２８日（木曜日）午前１０時３０分～ ケアハウスえんれい草 １階食堂 

 


